















平成23年 6 月 16 日







ク j (一九八八年)、『江戸のバロック j (一九九一年)、『画家の旅、詩人の夢j (二00五年、以上、ぺ












































十二 心で画が描けるか? (r国文学解釈と鑑賞j -0、至文堂、二00八年)
十三 題画詩の世界(向上、一二、二00八年)







































































































































N ational d'Histoire de r Art (INHA) で聞かれたグルペンキアン財団 (Centre Culturel Calouste 
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Gulbenkian) ・高等研究院 (Ecole Pratique des Hautes Etudes) ・フランス国立極東学院 (Ecole
Francaise d'Extreme-Orient) 共催の「一六世紀~一九世紀聞の日欧文化比較J のコロックに招かれ講
演したさいの原稿「江戸の儒者が見た『西洋』と『古代の理想jJ に、その一週間後の十月二十三・二
十四日の両日、ライデンの Museum Volken Kunde を会場にして開カ亙れた国際研究集会「知的ネット
ワークとしてのオランダ東西インド会社」で発表した原稿 "At the break of the modern age: The V OC 
and J apanese Intellectuals" を合成・取捨して一文としたものである。フランス語版も今年、
“~L'OccidenÜ et ~l'idéal antique} chez les confucianistes de l'駱oque d'Edo" (Empires 駘oign駸 





























































紀後半から 19世紀前半の時代= I文人の世紀J について、そこにおいていかに豊鏡な思想的・文化的営
為がなされたかを、朝鮮通信使などとの国境を越えた文人の交流にも光を当てながら明らかにしている。
これまでほとんど研究の対象とされてこなかった、南山など仏者詩人の系譜の重要性と江戸文学史上に
おけるその正当な位置づけの必要性を論じるとともに、その文学の特質を解明した点も注目される。
本論文は、従来朱子学、古学、国学、仏教といった学派・宗派別に縦割りで把握されてきた江戸時代、
とりわけその後期の思想、と文化を、〈文人〉という視座を導入することによって、実態に即してより立
体的・総体的に把握することに成功している。朝鮮・中国・ベトナムへと国境を越えて広がる文人同士
の交流を、「文芸共和国」として把握しようとするその視座と方法も独創的で、あり、今後の研究の進展
が期待される。本論文の成果は、斯学の発展に寄与するところまことに大なるものがある。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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